












今後創設される電力市場への期待
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アグリゲーターが期待すること 容量市場
(kW価値)

需給調整市場
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① 複数商品の積上による同時運用 関連 関連 関連

② DRの調達期間の在り方の見直し 関連 - -

















まとめ

• 電源Ⅰ´から複数商品の同時運用（鏡餅）を実現できるような事業環境の整備をご検討いただきたい。

• 商品の積み上げには、商品の使われ方を理解したうえで、その商品に適した需要家を獲得する必要がある。

• その足掛かりとして、今後新たに作られる市場において、細分化された各商品毎の発動指令基準や優先給
電ルール等を明確化し、系統運用における各商品の使われ方・透明性を高めていただきたい。

• DRの実効性を高めるためにも、需要家の観点から予見可能性と納得感が得られるようご配慮いただきたい。

• また、複数商品の同時運用（鏡餅）の一番下で基盤となる容量市場においては、容量提供開始年度ま
でDRの調達期間を確保することをご検討いただきたい。

• 確実な調達を担保するインセンティブの仕組みの導入も含め、DRの調達期間の在り方について、引き続き
ご検討いただき、今後必要に応じて見直していただきたい。

• 調達期間の見直しにあたっては、技術的に中立な観点から「新設電源の建設期間」 と 「DRの調達期間」
に非対称性が発生しないようご配慮いただきたい。
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アグリゲーションビジネスのさらなる成長・発展に向けたお願い




